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児
童
・
生
徒
や
教
職
員
が
切
に
望
ん
で
い
た
学
校

の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
、
つ
い
に
実
現

し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
６
月
ま
で
に
中
学
校
で
は

全
校
に
設
置
さ
れ
、
小
学
校
は
２
０
１
６
年
度
か
ら

３
年
計
画
で
設

置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

日
本
共
産
党

北
九
州
市
会
議

員
団
は
、
冬
の

寒
い
教
室
へ
の

暖
房
の
設
置
を

最
初
に
実
現
。

小
学
校
へ
の
暖

房
が
実
現
し
た

２
０
０
０
年
に
は
、
す
で
に
冷
房
を
検
討
す
る
よ
う

市
議
会
本
会
議
で
要
求
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
そ
の
後
、
扇
風
機
を
教
室
に
つ
け
る
こ
と
で

ご
ま
か
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
４
年
に
福
岡

市
が
エ
ア
コ
ン
の
導
入
を
発
表
。
北
九
州
市
も
追
い

込
ま
れ
る
形
で
、
同
年
に
エ
ア
コ
ン
導
入
を
決
断
し

ま
し
た
。

　

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
導
入
に
つ
い
て
、
市
は

当
初
84
億
円
も
か
か
る
の
で
で
き
な
い
、
と
予
算
が

か
か
り
す
ぎ
る
こ
と
を
根
拠
に
拒
否
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
費
用
は
63
億
円
程
度
に
収
ま
り
、
市
の
当

初
の
い
い
分
よ
り
20
億
円
も
安
く
な
り
ま
し
た
。
自

分
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
い
い
加
減
な
数
字
で
も

あ
げ
る
と
い
う
市
の
体
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（教室の後ろの天井に２基設置された中学校
普通教室のエアコン）

教
室
暖
房
、中
学
校
給
食
の
実
現
に
つ
づ
き

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
実
現

❶



教育環境の充実
（その１）

暖房からエアコンまでの歴史
年度 ストーブ 扇風機 エアコン

2000 全小学校に設置

2008 全中学校に設置

2012 中学3年、小
学６年に設置

2013 中学1,2年に
設置

2014 小学4,5年、
幼稚園に設置

中学校５校で
先行実施

2015 小学1,2,3年
に設置

中学校５１校
で設置

2016 小学校４１校
に設置予定

２０１６年度中（２０１７年２月まで）にエアコン設置予定の小学校
区 学　校　名
門 司 小森江西、大里南、大里柳、田野浦、松ヶ江南、門司海青
小倉北 足原、泉台、井堀、清水、富野、西小倉、日明
小倉南 企救丘、北方、葛原、曽根、守恒、湯川、横代、若園
若 松 小石、花房、安屋分校、若松中央
八幡東 皿倉、高見、花尾、八幡
八幡西 浅川、穴生、折尾西、香月、楠橋、熊西、黒畑、塔野、星ヶ丘
戸 畑 鞘ヶ谷、戸畑中央、牧山

❷

　

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で
、
今
後
、
必
要
に
な

る
の
が
、
理
科
室
、
調
理
室
等
の
特
別
教
室
で
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
特
別
教
室
は
数
も
多
く
予
算
が

な
い
、
こ
と
な
ど
を
理
由
に
消
極
的
で
す
が
、
段
階

的
に
で
も
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
す
。

今
後
、特
別
教
室
に
も
設
置
を



❸

　

２
０
１
６
年
４
月
、
門
司
区
の
旧
門
司
商
業
高
校

跡
地
に
門
司
総
合
特
別
支
援
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
数
は
約
２
０
０
名
の
、
知
的
障
害
と
病
弱

教
育
に
対
応
す
る
学
校
で
す
。

　

知
的
障
害
の
児
童
生
徒
数
は
、
２
０
１
４
年
度
ま

で
の
10
年
間
で
１
・
５
倍
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
室
が
足
り
な
く
な
っ
て
特
別
教

室
を
仕
切
っ
て
使
用
し
た
り
、
校
庭
も
せ
ま
い
た
め

に
学
外
の
公
園
に
出
か
け
た
り
、
小
学
部
の
生
徒
は

廊
下
と
階
段
を
使
っ
て
体
力
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、

ど
こ
も
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
状
況
で
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
何
度
も
視
察
に
訪
れ
て

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
に
新
設
な
ど

抜
本
的
な
改
善
を
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
余
り
に
ひ
ど
い
状
況
に
他
の
会
派
も
質
問

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
門
司
に

新
た
な
特
別
支
援
学
校
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
教
室
や
先
生
等
の
数
が
足
り
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
引
き
続
き
新
設
や
増
設
を

求
め
て
い
ま
す
。

（�旧門司商業高校跡地に建てられた、門司総合
特別支援学校）

＜施設の概要＞
◦建物：鉄筋コンクリート３階建
◦�教育部門：�知的障害者部門（小学部、中学部、

高等部）
　　　　　：病弱教育部門（小学部、中学部）
◦児童生徒規模：約２００名

学
校
視
察
と
議
会
質
問
で
繰
り
返
し
要
求

４
月
に
門
司
総
合
特
別
支
援
学
校
が
開
校



教育環境の充実
（その２）

❹

　

経
済
的
に
困
難
な
世
帯
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、
就
学
上
必
要
な
学
用
品
費
の
一
部
を
補
助

す
る
就
学
援
助
制
度
で
す
が
、
新
入
学
の
小
・
中
学

生
へ
の
入
学
準
備
金
の
支
給
が
、
入
学
後
の
５
月
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
「
入
学
後
に
支
給
さ
れ

て
も
援
助
に
は
な
ら
な
い
」
と
、
支
給
を
入
学
前
に

早
め
る
よ
う
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
９
月
議
会
で
市

は
、
来
年
度
か
ら
入
学
前
の
３
月
に
支
給
す
る
た
め

の
補
正
予
算
を
提
出
し
、
よ
う
や
く
保
護
者
の
願
い

が
実
現
で
き
ま
し
た
。　

今
後
、
就
学
援
助
の
適
用

対
象
項
目
を
増
や
し
た
り
、

標
準
服
の
低
価
格
化
な
ど
、

保
護
者
負
担
を
減
ら
す
た
め

の
改
善
が
必
要
で
す
。

　

小
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
科
を
担
任
ひ
と
り
で

教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
理
科
や
家
庭
科
、
音

楽
な
ど
、
実
験
の
準
備
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
専
門

的
な
知
識
・
技
能
を
求
め
ら
れ
る
科
目
に
は
専
科
教

員
の
配
置
を
、
と
の
要
望
が
強
く
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
専
科
教
員
を
増
や
す
よ

う
に
教
育
委
員
会
に
強
く
要
求
し
た
結
果
、
急
激
に

ふ
え
て
、
現
場
の
教
員
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

小
学
校
の
専
科
教
員

５
月
支
給
を
３
月
に
早
め
る

日
本
共
産
党
の
要
求
で
急
増

専科教員数の推移

81

27

1

2006年 2014年 2016年

（�一人で複数の教科を担当する
教員もいるため、実人数とは異
なります）
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２
０
０
８
年
の
中
国
四
川
大
地
震
で
倒
壊
し
た
校

舎
の
下
敷
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
報
道
を
通
じ
、
全
国
の
学
校
施
設

の
耐
震
化
が
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
北
九

州
市
の
学
校
施
設
の

耐
震
化
率
は
政
令
市

で
最
も
低
く
、
調
査

の
結
果
耐
震
化
の
優

先
度
が
高
い
学
校
が
、

当
時
約
90
校
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
学
校
は
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
施
設
で
あ
り
、
緊
急
時
の
避

難
場
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

対
策
は
緊
急
課
題
と
し
て
４
年
前
の
市
会
議
員
選
挙

で
公
約
に
か
か
げ
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
度
に
耐
震

化
診
断
の
調
査
が
終
わ
り
、

２
０
１
４
年
度
で
耐
震
化

工
事
は
完
了
し
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
学
校
を
子
ど
も
た
ち
に
…
…

学
校
の
耐
震
化
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た

政
令
市
で
最
低
だ
っ
た

　

学
校
の
耐
震
化
率

緊
急
課
題
と
し
て

　

公
約
に
か
か
げ
奮
闘
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２
０
１
０
年
度
に
耐
震
診
断
が
完
了
し
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
耐
震
補
強
工
事
の
事
業
費
が

２
０
億
円
を
超
す
規
模
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

10
年
間
で
学
校
耐
震
補
強
事
業
費
総
額
は
１
３
２
億

円
に
。

　

契
約
は
１
０
０
％
地
元
業
者
へ
の
発
注
で
、
北
九

州
市
の
経
済
振
興
と
地
元
企
業
を
育
成
す
る
役
割
を

果
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月(

２
０
１
６
年
）
に
、
市
内
小
中
学
校

の
３
校
で
相
次
い
で
外
壁
モ
ル
タ
ル
が
剥
落
す
る
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
緊
急
点
検
と
応
急
補
修
工
事

が
必
要
で
す
が
、
築
後
30
年
以
上
の
学
校
が
90
校
も

あ
り
ま
す
。
早
急
に
施
設
超
寿
命
化
及
び
大
規
模
改

修
を
す
す
め
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

10
年
間
で
１
３
２
億
円

地
元
業
者
へ
１
０
０
％
発
注

こ
ん
ど
は
30
年
以
上
の

学
校
施
設
の
大
規
模
改
修
を

耐震補強事業費の推移（決算）

年度 事業費（単位：千円）
18 151,853�
19 752,427�
20 914,540�
21 787,535�
22 1,078,363�
23 1,711,358�
24 2,643,470�
25 2,263,850�
26 2,155,599�
27 796,490�
計 13,255,485�

８/17「学校ウオッチング」で指摘
されている門司区緑ケ丘中学校
１階の鉄筋爆裂箇所
（公共施設を良くする会）
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福
岡
県
が
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
通
院
医
療
費

助
成
を
拡
大
し
た
の
に
あ
わ
せ
て
、
北
九
州
市
も

２
０
１
６
年
10
月
か
ら
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
市
議
選
で
党
市
議
団
は
、
当
面
、
通
院
で

も
小
学
校
６
年
生
ま
で
助

成
対
象
を
拡
大
す
る
よ
う

求
め
る
公
約
を
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
３
歳
以
上
に

新
た
に
自
己
負
担
を
導
入

（
下
表
参
照
）
。
３
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
は
無
料
か

ら
月
６
０
０
円
の
有
料
に

な
っ
た
た
め
、
日
本
共
産

党
は
す
べ
て
無
料
に
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

入
院
に
つ
い
て
は
全
て
無
料
に
。
い
っ
た
ん
全
額

を
支
払
う
こ
と
も
、
所
得
制
限
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
市
議
選
公
約
を
実
現

通
院
で
も
小
学
校
６
年
生
ま
で
助
成
拡
大

こども医療費助成、対象年齢の推移
改正年月 入　院 通　院
2007年� 8月 就学前まで 就学前まで
2009年10月 小学校３年まで 同
2010年10月 小学校６年まで 同
2011年11月 小学校６年まで 同
2016年10月 中学校卒業まで 小学校６年まで

こども医療費助成制度の変更点（2016年10月から）
（従来） （変更後）

●通院の助成対象の拡大
　小学校就学前 小学校６年生まで

●自己負担の見直し
　（通院）
　　２歳までは自己負担なし
　　３歳以上　　　無料 　 ６００円／月
　　小学生（新規の対象） 　１２００円／月
　（入院）
　　０歳～就学前　無料 （変更なし・無料）
　　小・中学生 ５００円／日（月７日上限 ）　無料
※３歳～就学前の通院負担は、2019年３月まで月５００円



子 ど も 医 療
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20
市
あ
る
政
令
指
定
都
市
の
う
ち
、
半
分
近
い
９

市
が
、
通
院
助
成
の
対
象
を
中
学
卒
業
ま
で
と
し
て

お
り
（
２
０
１
６
年
６
月
時
点
）
、
義
務
教
育
期
間

中
は
医
療
費
を
ゼ
ロ
に
す
る
全
国
的
な
流
れ
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

今
の
市
政
は
「
子
育
て
日
本
一
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
な
ら
一
刻
も
早
く
中
学
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
母
子
家
庭
が
増
え
る
な
ど
の
原
因
で
、
子

ど
も
の
貧
困
化
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

部
負
担
が
あ
る
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
治
療
を

受
け
ら
れ
な
い
、
と
い

う
事
態
を
な
く
た
め
に
、

完
全
無
料
化
は
早
急
に

実
現
す
べ
き
課
題
で
す
。

中
学
校
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
を
め
ざ
し
ま
す

さらに

周辺自治体の子ども医療費助成制度（2016年10月時点）
通院 入院 自 己 負 担９月まで １０月から ９月まで １０月から

直 方 市 小学３年 小学６年 小学６年 －
通院：�就学～小３� 800円
� 小３～� 1200円
入院：�小１～� 500円�

中 間 市 小学３年 小学６年 中学３年 － 入院：３歳～� 500円
通院：３歳～� 600円

芦 屋 町 小学６年 中学３年 中学３年 － 自己負担なし

水 巻 町 小学６年 中学３年 中学３年 － 自己負担なし

遠 賀 町 小学３年 中学３年 中学３年 － 自己負担なし

岡 垣 町 小学６年 － 中学３年 － 通院：�小１～６年� 800円

香 春 町 就学前 小学６年 就学前 小学６年 通院：�小１～� 500円
入院：�小１～� 1200円

福 智 町 小学３年 中学３年 小学３年 中学３年自己負担なし

北九州市 就学前 小学６年 中学３年 － 通院：�３歳～就学前�600円
� 小１～� 1200円



❾

　

２
０
１
４
年
の
12
月
議
会
で

「
北
九
州
市
中
小
企
業
振
興
条

例
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
（
15
年
４
月
１
日
施

行
）
。

　

日
本
共
産
党
は
１
９
９
８
年

の
２
月
議
会
で
、
同
条
例
案
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
他
の
会
派
の
賛
同
を

得
ら
れ
ず
、
廃
案
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も

日
本
共
産
党
は
再
三
に
わ
た
っ
て
そ
の
実
現
を
ね
ば
り

強
く
働
き
か
け
ま
し
た
。
同
条
例
の
制
定
が
他
の
自
治

体
で
増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
北
九
州
市
議
会
で
も

全
会
派
一
致
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
条
例
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
が
「
豊
か
な
地
域

社
会
の
形
成
」
に
重
要
だ
と
の
位
置
づ
け
を
し
て
お
り
、

学
・
官
・
民
あ
げ
て
の
振
興
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

18
年
前
の
条
例
提
案
が
実
現

中
小
企
業
振
興
条
例
を
全
会
派
一
致
で
可
決

北
九
州
市
中
小
企
業
振
興
条
例
の
抜
粋

　
（
前
分
よ
り
抜
粋
）　

　

今
こ
そ
、本
市
の
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、本
市
の
中
小
企
業
が
飛
躍
の

機
会
を
見
い
だ
し
、国
内
外
の
需
要
の
変
化
を
捉

え
た
新
た
な
市
場
の
開
拓
に
向
け
て
、そ
の
力
を

存
分
に
発
揮
し
成
長
で
き
る
環
境
を
中
小
企
業

者
、市
、中
小
企
業
団
体
、大
企
業
者
、金
融
機
関
、

大
学
等
及
び
市
民
が
一
体
と
な
って
創
り
、本
市
の

持
続
的
な
経
済
発
展
や
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
目
的
）

　

第
１
条 

こ
の
条
例
は
、中
小
企
業
が
本
市
経
済

の
発
展
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

中
小
企
業
の
振
興
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
及
び
市

民
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。



中 小 企 業 振 興

�

　

市
内
に
あ
る
中
小
企
業
は
、
数
で
99
・
７
％
、
従

業
者
数
で
79
・
７
％
と
圧
倒
的
多
数
で
す
。
し
か
し
、

中
小
企
業
予
算
は
毎
年
40
億
円
程
度
（
融
資
分
を
除

　

北
九
州
市
は
「
住
ま
い
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
」
と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、
市
民
は
も

ち
ろ
ん
市
内
業
者
の
仕
事
が
増
え
、

経
済
活
性
化
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
に
、
日
本
共
産
党
市

議
団
が
他
の
会
派
や
市
側
を
説
得

し
な
が
ら
実
現
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
市
が
、
エ
コ
や
高
齢
化

対
策
等
に
限
定
し
て
い
る
た
め
に

使
い
づ
ら
く
、
何
に
で
も
使
え
る

よ
う
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

条
例
を
活
か
し
て

中
小
企
業
の
支
援
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

改
善
を
要
求

く
）
で
す
。

　

一
方
、
大
企
業
に
は

企
業
立
地
補
助
金
だ
け

で
３
社
に
20
億
円
。
あ

ま
り
に
格
差
が
あ
り
ま

す
。

　

市
は
中
小
企
業
の
実

態
調
査
を
一
定
数
し
て

い
ま
す
が
、
条
例
に
ふ

さ
わ
し
く
ま
ず
全
企
業

（
事
業
所
）
を
調
査
し

て
対
策
を
と
る
べ
き
で

す
。

中小企業数は９９％以上
市内中小企業数 29,413（99.75%）
中小企業従業員数 265,008（79.77%）

（2014年経済センサス-基礎調査より）

大企業には大盤振る舞い
◦大企業への企業立地補助金 ２０億円（３社）
◦中小企業予算 ３９億円

（2015年度決算より）

住宅リフォーム事業の概要
■年間予算額� ２億円
■対象工事� ◦エコ工事◦安全安心工事
� ◦高齢化対応工事
■条件� 施工が市内業者であること
■補助額� 最大３０万円



介 護 保 険

�

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
２
０
１
６
年
１
月
、
市

内
の
介
護
保
険
事
業
所
１
１
６
８
施
設
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
４
月
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
、
10
月

か
ら
の
「
要
支
援
１
，
２
」
を
介
護
保
険
か
ら
外
し

て
市
の
「
総
合
事
業
」
に
移
行
さ
せ
る
と
い
っ
た
相

次
ぐ
介
護
保
険
改
悪
の
影
響
や
、
意
見
な
ど
を
聞
く

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

回
収
は
２
１
６
施
設
で
回
収
率
は
18
・
５
％
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ

（
▽
２
・
27
％
）
の
影
響
に

つ
い
て
、
「
以
前
も
厳
し

か
っ
た
が
さ
ら
に
厳
し
く

な
っ
た
」
が
49
％
、
「
報
酬

引
き
下
げ
で
苦
し
く
な
っ

た
」
が
31
％
、
あ
わ
せ
て

80
％
の
施
設
が
苦
し
く
な
っ

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
改
善
要
求

　

党
市
議
団
は
、
市
に
対
し
て
、
①
市
の
計
画
し
て

い
る
「
総
合
事
業
」
の
報
酬
単
価
の
引
き
下
げ
②
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
③
所
得
の
低
い
高
齢
者
の
保

険
料
負
担
の
軽
減
、
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
を
形
骸
化
し
な
い
よ
う
従
来

の
通
り
に
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
要
介
護
認
定
の
受

け
付
け
を
優
先
し
て
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
総
合
事
業
」に
対
す
る
訪
問
介
護
事
業
者
の
声

◦
要
支
援
対
象
の
方
が
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か
疑
問
。

◦�

収
益
を
見
込
ま
な
い
事
業
に
民
間
の
事
業
者
が
消
極
的

に
な
っ
た
結
果
、メ
イ
ン
の
受
け
皿
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

だ
け
に
な
れ
ば
、サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、無
意
味

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
の
懸
念
が
あ
る
。

◦�
事
業
所
が
乱
立
し
て
い
る
反
面
、問
題
の
事
業
所
も
多

く
、介
護
事
業
所
の
雇
用
安
定
に
つ
な
が
ら
な
い
。



後期高齢者医療

　

福
岡
県
の
保
険
料
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
、
所

得
に
占
め
る
保
険
料
の
割
合
が
高
く
負
担
感
が
強
い

こ
と
を
指
摘
し
、
他
の
県
で
は
、
保
険
料
の
値
上
げ

を
抑
え
る
た
め
に
、
余
剰
金
と
県
の
「
財
政
安
定
基

金
」
の
活
用
を
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。

　

本
年
は
党
市
議
団
か
ら
連
合
議
会
議
員
は
選
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福
岡
市
議
会
の
党
議
員
が
選

出
さ
れ
、
引
き
続
き
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
に
２
名
の
党
議
員
が
誕
生

し
て
、
市
議
会
議
員
と
連
携
し
て
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
た
結
果
、
第
５
期
の
年
間
保
険
料
を
、

７
８
７
１
７
円
か
ら
７
６
５
０
６
円
へ
と
２
２
１
１

円
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
２
０
０
８
年
４
月
、
自

民
・
公
明
政
権
の
も
と
で
発
足
。
75
歳
以
上
を
国
保

や
健
保
か
ら
切
り
離
し
て
強
制
加
入
さ
せ
る
差
別
医

療
制
度
で
す
。

　

事
業
は
県
単
位
の
広
域
連
合
と
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
連
合
議
会

で
す
。
北
九
州

市
の
議
員
定
員

は
３
名
で
市
会

議
員
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
ま
す
。

　

２
年
任
期
で

連
続
４
期
、
党

市
議
団
か
ら
選

出
さ
れ
て
き
ま

し
た
。 「

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ
」

福
岡
県
広
域

連
合
議
会

ね
ば
り
強
く
質
問
を
続
け
て
実
現
！

連合議会で質問する藤沢議員



若戸大橋無料化

�

　

若
戸
大
橋
の
開
通
か
ら
半
世
紀
以
上
。
や
っ
と
若

松
区
民
の
悲
願
だ
っ
た
無
料
化
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

開
通
直
後
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
市
民
と
と
も
に

無
料
化
す
べ
き
だ
と
要
求
。
市
議
会
で
は
、
野
依
勇

武
元
市
議
、
野
依
謙
介
前
市
議
ら
を
中
心
に
無
料
化

を
求
め
続
け

ま
し
た
。
無

料
化
を
求
め

る
裁
判
を
お

こ
し
て
、
最

高
裁
ま
で
争

い
ま
し
た
。

　

99
年
９
月

議
会
で
は
、

日
本
共
産
党

市
議
団
は
、
若
戸
大
橋
と
ト
ン
ネ
ル
を
道
路
公
団
か

ら
市
が
買
い
取
っ
て
一
元
管
理
し
、
料
金
を
半
額
に

す
る
よ
う
提
案
し
て
実
現
。

　

そ
し
て
14
年
11
月
、
市
は
両
方
を
18
年
末
に
無
料

化
す
る
と
発
表
し
た
の
で
す
。

50
年
来
の
悲
願
が
実
現

若
戸
大
橋・ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化
実
現
へ

（若戸大橋の全景
＝下＝と若戸トン
ネルの入口）

１９６２年� ９月� 若戸大橋開通
１９８９年� ７月� �若戸大橋の無料を求めて裁

判提訴
１９９９年� ９月� �議会で、市が大橋とトンネル

を買い取り、通行料金を半額
にすることが決定

２００５年� ９月� �管理者が日本道路公団から
北九州市に変更

２００６年� ８月� �大橋とトンネルを市道路公団
が一元管理することを前提
に料金が半額になる

２０１２年� ９月� 若戸トンネル開通
２０１４年�１１月� �北九州市が２０１８年末に、

大橋とトンネルを無料にする
と発表

無料化までの略年表



暴 力 団 対 策

�

　

地
元
暴
力
団
に
よ
る
、
市
民
を
標
的
に
し
た
傷
害

事
件
が
相
次
ぎ
、
全
国
的
に
「
怖
い
ま
ち
」
と
い
う

不
名
誉
な
印
象
が
広
が
っ
た
北
九
州
市
。

　

そ
の
暴
力
団
が
肥
え
太
る
原
因
と
な
っ
た
の
が
、

白
島
洋
上
石
油
基
地
建
設
を
め
ぐ
る
、
政
財
官
と
暴

力
団
と
の
癒
着
で
し
た
。
暴
力
団
の
資
金
源
の
一
つ

と
な
っ
た
の
が
、
漁
業
補
償
費
。
脇
ノ
浦
漁
協
の
組

合
長
は
暴
力
団
組
員
で
、
石
油
基
地
建
設
に
伴
う
漁

業
補
償
費
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
２
億
６
７
３
０
万

暴
力
団
の
資
金
源
に
な
っ
た

漁
業
補
償
費
の
配
分
先
を
公
開
さ
せ
る

円
が
組
合
長
と
そ
の

親
族
で
分
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
埋
め
立
て

に
伴
う
漁
業
補
償
が

発
生
し
た
際
、
日
本

共
産
党
は
、
暴
力
団

関
係
者
の
資
金
源
に

し
な
い
た
め
に
、
配

分
先
の
公
表
を
要
求
。

市
は
、
配
分
は
漁
協

の
問
題
と
消
極
的
で

し
た
が
、
度
重
な
る

要
求
に
公
表
さ
せ
る

と
答
弁
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

（白島洋上石油基地建設に伴う
漁業補償費は、暴力団員にも大
量にわたりました。
　当時の配分について報じる「日
経」記事。1982年11月13日付）

　北九州市では洋上風力発電の
実証実験がおこなわれています。
広大な海を使うため、またばく大な
漁業補償費が発生します。
　写真は、北九州市沖。国立研究
開発機構新エネルギー・産業技術
総合開発機構（ＮＥＤＯ）のホーム
ページより。



平 和 施 策

�

　

２
０
１
６
年
の
９
月
議
会
の
答
弁
で
市
は
、
「
平

和
資
料
館
的
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
」
と
の
べ
、
平
和
資
料
館
の
建
設
を
検
討

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
の

実
施
と
あ
わ
せ
、
こ

れ
ま
で
再
三
に
わ

た
っ
て
平
和
市
民
団

体
と
と
も
に
、
「
平

和
資
料
館
」
の
建
設

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
は
２
０
０
４
年

８
月
に
、
小
倉
北
区

内
に
あ
る
「
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
」
内

に
戦
時
資
料
展
示

日
本
共
産
党
が
一
貫
し
て
要
求

「
平
和
資
料
館
」の
建
設
を
市
が
検
討

コ
ー
ナ
ー
を
併
設
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
な
ど
は
、
軍
事
都
市
と
し
て
原
爆
投

下
の
第
２
目
標
に
さ
れ
た
り
、
八
幡
大
空
襲
で
甚
大

な
被
害
を
う
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
式
に
平
和
資

料
館
を
作
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

北
九
州
平
和
資
料
館
を
つ
く
る
会 

　
　
小
野
逸
郎
事
務
局
長
の
話

　
出
兵
の
港
や
兵
器
工
場
、軍
司
令
部
が
あ
っ

て
軍
都
と
称
さ
れ
、原
爆
投
下
目
標
に
も
さ
れ

た
地
に
、平
和
資
料
館
が
で
き
る
こ
と
を
心
か

ら
歓
迎
し
ま
す
。日
本
が
始
め
た
戦
争
の
加
害

と
被
害
を
後
世
に
確
か
な
記
憶
と
し
て
引
き

継
ぎ
、平
和
へ
の
道
筋
を
示
す
も
の
と
な
る
よ

う
に
期
待
し
ま
す
。

（�

戦
時
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
、

市
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

「歓迎します」



老朽空家対策

�

　

市
内
の
老
朽
空
き
家
で

放
置
さ
れ
て
危
険
な
家
は

３
３
９
７
軒
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
危
険
度
が
高
い
家

が
６
５
１
軒
で
、
そ
の
内

２
０
１
５
年
度

に
解
体
さ
れ
た

も
の
は
37
軒
で

し
た
。

　

高
齢
化
や
若

者
の
市
外
流
出

な
ど
で
、
放
置

空
き
家
は
増
え

る
ば
か
り
で
す
。

２
０
１
４
年
度

に
、
市
は
た
び

崩
壊
の
危
険
、道
路
が
狭
く
解
体
で
き
な
い
…
…

老
朽
空
家
除
去
に
最
大
50
万
円
補
助

重
な
る
要
求
の
も
と
で
、
除
去
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
相
次
ぐ
大
型
台
風
の
襲

来
や
大
雨
に
よ
る
崖
の
崩
落
な
ど
が
発
生
す
る
も
と

で
、
毎
年
の
点
検
実
施
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
撤

去
を
進
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

（崩壊した老朽空き家）

市の危険廃屋実態調査結果（2015年度）

行政区 危 険 あ り 小計危険度�高 危険度�中 危険度�低
門 司 区 144 349 224 717
小倉北区 87 169 178 434
小倉南区 19 96 103 218
若 松 区 73 107 186 366
八幡東区 217 407 385 1,009
八幡西区 76 185 239 500
戸 畑 区 35 63 55 153
計 651 1,376 1,370 3,397

＜市の補助要綱＞

■補助対象者（申請者）
　①�老朽空家等の所有者、またはそ
の相続人

　②土地の所有者または借地権者
　③上記①②の同意をえた者

■補助対象家屋
　�1981年以前に建築された建物で、
危険な家屋、除去困難な家屋等、
一定の条件があるもの

■補助金額
　上限額　１戸あたり５０万円

■申請　�解体工事着手前に、申請が
必要

（詳しくは、市建築都市局空き家対策推進室に）
０９３-５８２-２９１８



エレベータ設置

�

　

Ｊ
Ｒ
安
部
山
公
園
駅
で
こ
の
秋
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
設
置
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

柳
井
議
員
は
、
署
名
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
繰
り
返
し
議
会
で
質
問
。
市
長
も
南
区

の
最
重
要
課
題
と
答
弁
す
る
な
ど
、
必
要
性

は
議
会
全
体
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
湯
川
校
区
、
葛
原
校
区
の
買
い
物

困
難
地
域
を
抱
え
る
地
元
の
市
会
議
員
と
し

て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
に
よ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
っ
て
買
い
物
を
支
援
し
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
早
期
実
現

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
、
筑
鉄
穴
生
駅
に
エ
レ

べ
ー
タ
設
置
を
求
め
る
会
の
代
表
は
「
穴
生
駅

周
辺
に
は
病
院
や
公
共
施
設
が
多
い
が
、
駅
の

階
段
は
46
段
も
あ
る
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
と

い
つ
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
３
１
０
０
人

の
署
名
を
添
え
て
議
会
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
田
康
高
議
員
は
、
穴
生
駅
の
利
用
客
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
準
を
下
回
っ
て
は
い
る

が
、
市
民
要
求
が

強
い
こ
と
へ
の
市

の
認
識
を
質
し
て

実
現
を
求
め
ま
し

た
。

　

２
０
１
５
年
３

月
に
上
り
ホ
ー
ム
、

16
年
８
月
に
下
り

ホ
ー
ム
が
完
成
し

ま
し
た
。

地
域
の
住
民
と

ね
ば
り
強
く
運
動

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置

工事が始まった
JR安部山公園駅

筑鉄穴生駅上りホームのエレベータ

この秋から工事　ＪＲ安部山公園駅

今年８月に完了　筑鉄穴生駅



市民と共同して

�

市
民
要
望

議
会
論
戦

文
化
的
財
産・歴
史
的
遺
跡
を
残
せ
！

　

北
九
州
市
が
す
す
め
る
新
八
幡
病
院
建
設
に
伴
う

八
幡
図
書
館
の
移
転
・
解
体
問
題
に
つ
い
て
、
八
幡

市
民
会
館
と
図
書
館
の
存
続
問
題
を
考
え
る
会
は

２
０
１
４
年
６
月
か
ら
２
年
間
で
保
存
を
求
め
る
議

会
陳
情
を
計
18
件
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

八
幡
市
民
会
館
と
図
書
館
は
、
本
市
縁
の
日
本
を

代
表
す
る
建
築
家
・
村
野
藤
吾
の
作
品
で
あ
り
、
こ

の
一
帯
が
戦
災
犠
牲
者
の
慰
霊
の
地
・
戦
後
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
日
本
建
築
学
会
な
ど
も
保
存
を
要
望
。
近
代
建

築
物
の
評
価
と
保
存
活
動
を
す
す
め
る
国
際
学
術
組

織
ド
コ
モ
モ
ジ
ャ
パ
ン
が
重
要
な
文
化
的
遺
産
と
認

定
す
る
な
ど
、
市
内
外
か
ら
の
保
存
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
市
は
八
幡
図
書
館
の
解
体
を
強

行
し
ま
し
た
。

　

党
市
議
団
は
、
粘
り
強
い
市
民
運
動
と
連
携
し
、

保
存
を
求
め
る
陳
情
を
支
持
し
て
議
会
論
戦
を
つ
づ

け
て
き
ま
し
た
。

　

城
野
遺
跡
は
、九
州
最
大
規
模
の
方
形
周
溝
墓
と
朱

塗
り
の
石
棺
２
基
、九
州
で
２
例
目
の
玉
作
り
工
房
が

出
現
し
た
学
術
上
極
め
て
重
要
な
遺
跡
で
す
。国
所
有

の
土
地
で
し
た
が
、市
は
取
得
を
要
望
し
ま
せ
ん
で
し

た
。国
は
大
手
建
設
会
社
に
売
却
し
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
野
遺
跡
の
現
地
保
存
を
す
す
め
る
会
は
、署
名
活

動
と
と
も
に
、考
古
学
協
会
と
連
携
し

て
学
習
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

土
地
取
得
に
関
す
る
情
報
公
開
の

請
求
を
市
に
行
い
ま
し
た
が
、開
示
さ

れ
た
資
料
は
黒
塗
り
で
、内
容
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。党
市
議
団
は
、考
古
学
協

会
か
ら
再
三
の
保
存
要
望
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
市
民
へ
の
説
明
責
任
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、歴
史
的

遺
跡
を
残
す
よ
う
議
会
で
追
及
し
て

い
ま
す
。

八
幡
図
書
館
の
解
体
強
行
に
怒
り

保
存
を
す
す
め
る
会
と
共
同
し
て



　

山
口
県
出
身
の
安
倍
首
相
と
福
岡
県
出
身
の
麻
生

財
務
大
臣
が
在
任
中
に
な
ん
と
か
計
画
を
動
か
そ
う

と
ば
か
り
に
、
地
元
財
界
や
両
県
知
事
、
下
関
、
北

九
州
両
市
が
、
下
関
北
九
州
道
路
（
第
２
関
門
橋
）

建
設
を
と
大
合
唱
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
で
は
、
市
長
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
共
産

党
以
外
の
会
派
が
「
議
員
連
盟
」
を
作
っ
て
中
央
へ

の
請
願
な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
こ
の
間
、
現
在
の
関
門
橋

と
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
や
Ｊ
Ｒ
へ
の
調
査
を
行
い
、
関
門
橋
や
ト
ン

ネ
ル
、
Ｊ
Ｒ
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
性
と
耐
久
性
を

確
認
。
下
関
北
九
州
道
路
の
必
要
が
な
く
、
ば
く
大

な
む
だ
遣
い
に
な
る
こ
と
を
、
徹
底
し
て
明
ら
か
に

し
て
き
ま
し
た
（
左
の
表
参
照
）
。

�

市
と
他
の
会
派
が
建
設
の
大
合
唱
の
な
か

「
第
２
関
門
橋
」の「
必
要
性
」徹
底
し
て
論
破

関
門
海
峡
に
は
す
で
に

４
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す

下関･北九州周辺図

小倉東断層 山陽新幹線

関門トンネル

JR山陽本線

関門橋

下関北九州道路？



第２関門橋
（下関・北九州道路）

ＰＣＢ処理施設

�

　

若
松
区
に
あ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設

（
国
全
額
出
資
）
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
事
故
が
発
生
し
、
日
本
共

産
党
市
議
団
は
内
部
告
発
な
ど
に
基

づ
い
て
正
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
市
の
測
定
に
よ
り
協

定
値
の
11
倍
を
超
え
る
ベ
ン
ゼ
ン
が

検
出
さ
れ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
し
か
も
会
社
側
は
１
年
半
も
隠
し
続
け

て
お
り
、
操
業
が
ス

ト
ッ
プ
。

　

日
本
共
産
党
は
さ
っ

そ
く
同
年
12
月
議
会
で

取
り
上
げ
追
及
。
市
長

も
「
非
常
に
大
き
な
問

題
で
大
変
遺
憾
だ
」
と

改
善
を
約
束
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
故
隠
し
を

　

追
及
し
改
善
さ
せ
る（若松区の響灘にあるＰＣＢ処理施設）

＜推進派の主張＞ ＜日本共産党の反論＞

①
「関門トンネルは事故
等により２日に１回通
行止めになっている」

①
関門トンネルの事故等による
通行止めは、２日に１回１２分
程度だ

② 災害時の代替機能の確保が必要 ②
台風や地震等での通行止め
は、新たな橋等を作っても同
じ。しかも新ルート予定地は
小倉東断層の上でより危険。

③
「半世紀以上、海水の
中にあるトンネルが安
全といい切れるのか」

③
関門トンネルは海底の岩盤
の中にあり海水の影響はほ
とんどない。コンクリートに鉄
はなく錆による劣化もない

チェック機能を発揮



生 活 相 談

�

「
国
民
の
苦
難
解
決
」が
立
党
の
精
神

　

日
本
共
産
党
は
市
民
の
苦
難
を
解
決
し
、社
会
進
歩

の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
が
立
党
の
精
神
で
す
。

　

い
ま
、消
費
税
増
税
、年
金
の
引
き
下
げ
、医
療
・
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
の
連
続
改
悪
な
ど
に
よ
り
、市
民

生
活
が
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。貧
困
と
格
差
が
新

た
な
層
に
拡
大
し
、生
活
苦
、サ
ラ
金
、雇
用
、医
療
・

介
護
の
悩
み
、生
活
道
路
の
改
善
な
ど
の
生
活
相
談
が

９
名
の
市
議
会
議
員
の
市
政
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

　

市
民
か
ら
の
相
談
や
要
望
を
伺
う
こ
と
で
、

行
政
の
問
題
点
が
わ
か
り
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。生
活
保
護
申
請

を
受
け
付
け
な
い
問
題
や
介
護
保
険
の
認
定
、

特
別
支
援
学
校
の
狭
い
教
室
、道
路
や
危
険
個

所
の
改
善
な
ど
、地
域
の
党
支
部
・
後
援
会
の

み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
署
名
や
行
政
と
交
渉
を

行
う
中
で
、要
求
実
現
へ
力
を
尽
く
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
は
、会
社
を
解
雇
さ
れ
た
、セ
ク
ハ
ラ
で

悩
ん
で
い
る
、廃
業
し
て
食
べ
て
い
け
な
い
と

い
っ
た
不
安
定
な
雇
用
状
況
を
反
映
し
た
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。国
会
議
員
、県
会
議
員
と
も

連
携
し
て
市
民
要
求
の
実
現
に
む
け
て
が
ん
ば

る
決
意
で
す
。

弁
護
士
と
無
料
法
律
相
談

　

交
通
事
故
の
相
談
、
法
律
、

税
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
弁

護
士
な
ど
専
門
家
の
力
を
借

り
て
、
無
料
の
生
活
・
法
律

相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
10
カ
所
の
市
政
相
談
所
な
ど
で

毎
週・生
活・法
律
無
料
相
談
を
続
け
る



市 政 政 策

�

市民のくらしを守る

<市政改革の提案>
消
費
税
増
税
、原
発
再
稼
働
、オ
ス
プ
レ
イ
配
備
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
国
の
悪
政
に
地
方
か
ら「
ノ
ー
」の
声

を
あ
げ
、市
民
の
く
ら
し
を
守
り
ま
す

安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
で
、地
元
中
小
企
業

の
仕
事
と
雇
用
を
ふ
や
し
ま
す

◇ 

公
共
事
業
を
保
育
所
や
市
営
住
宅
な
ど
市
民
ニ
ー
ズ

優
先
に
切
り
替
え
地
元
企
業
に
発
注
し
ま
す
。

◇ 

築
後
30
年
以
上
の
小
中
学
校
施
設
を
計
画
的
に
大
規

模
改
修
し
ま
す
。

◇ 
防
災
対
策
強
化
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
充

実
、公
契
約
条
例
の
実
現
を
は
か
り
ま
す
。

◇ 

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
な
く
し
、正
規
雇
用
を
ふ
や
し
ま
す
。

ム
ダ
を
削
り
、く
ら
し・福
祉
優
先
の
市
政
へ
転
換

し
ま
す

◇ 

下
関・
北
九
州
道
路（
第
２
関
門
橋
）の
建
設
ス
ト
ッ

プ
な
ど
ム
ダ
づ
か
い
を
や
め
さ
せ
ま
す
。

◇
市
会
議
員
の
費
用
弁
償（
交
通
費
）を
廃
止
し
ま
す
。

◇ 

高
す
ぎ
る
国
保
料・
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
な
ど

市
民
負
担
軽
減
を
求
め
ま
す
。

◇ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
で
待
機
者
を
解
消
し

ま
す
。

◇ 

福
岡
市
の
よ
う
に
、Ｊ
Ｒ
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
で
も
使
え

る
高
齢
者
乗
車
券
を
つ
く
り
ま
す
。

◇ 

ご
み
袋
料
金
の
値
下
げ
、高
齢
者・
障
害
者
の
ゴ
ミ
出

し（
福
祉
収
集
）支
援
を
強
め
ま
す
。

◇ 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
応
益
負
担
と
報
酬
日
額
払
い

の
廃
止
を
国
に
求
め
ま
す
。法
改
正
ま
で
市
独
自
の

負
担
軽
減
策
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

◇ 

公
共
施
設
や
学
校
給
食
調
理
の
民
営
化・
民
間
委
託

な
ど
、市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の「
行
革
」路
線
の

中
止・撤
回
を
求
め
ま
す
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
北
九
州
」を
め
ざ
し
ま
す

◇ 

子
ど
も
医
療
費
は
中
学
校
卒
業
ま
で
完
全
無
料
に
し

ま
す
。

◇
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

◇ 

必
要
な
教
職
員
の
増
員
で
、小
中
学
校
全
学
年
へ
35

人
以
下
学
級
を
す
す
め
ま
す
。

◇ 

小
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン（
冷
房
）設
置
を
早
め

ま
す
。

◇ 

就
学
援
助
の
拡
充
な
ど
、子
ど
も
貧
困
対
策
を
強
化

し
ま
す
。

財
源
確
保
へ
、ム
ダ
づ
か
い
を
や
め
、生
活
密
着
型

の
経
済
政
策
に
切
り
替
え
ま
す

◇ 

Ａ
Ｉ
Ｍ
や
ひ
び
き
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
ハ
コ
モ

ノ
へ
の
税
金
投
入
を
見
直
し
ま
す
。

◇ 

商
工・
経
済
政
策
の
重
心
を
思
い
切
っ
て
中
小
企
業・

地
場
産
業
に
移
し
、福
祉・医
療
、防
災・リ
フ
ォ
ー
ム
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、“
地
産
地
消
”な
ど
の
施
策
を
組

み
合
わ
せ
て
地
域
循
環
型・
内
需
振
興
型
に
転
換
し
、

税
収
増
と
財
源
確
保
を
は
か
り
ま
す
。



はだ千賀子
（門司区）

山内涼成
（若松区）

大石正信
（小倉北区）

荒
川
　
徹

（
戸
畑
区
）

田
中
光
明

（
八
幡
西
区
）

や
な
い
誠

（
小
倉
南
区
）

藤
沢
か
よ

（
小
倉
南
区
）

石
田
康
高

（
八
幡
西
区
）

八
記
博
春

（
小
倉
北
区
）

 みなさんと
  力をあわせて

  がんばっています

日本共産党北九州市会議員団ホームページ
http://www11.ocn.ne.jp/~jcpksigi
メール：jcpksigi@mocha.ocn.ne.jp

子育てするなら
北九州市


